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自己紹介

名 前： 田中 大貴 Daiki.Tanaka@nttdata.com

所 属： 株式会社NTTデータ  ソリューション事業本部

デジタルサクセスソリューション事業部 AI&データアナリティクス統括部

略 歴： 2023年にNTTデータへ入社後、

AWSを活用したデータサイエンスプラットフォームであるTDF-AM推進チームに所属

ITグランドデザイン領域のコンサルティング業務を経験する傍ら、

データ活用基盤の運用保守、AWSを用いた生成AI活用基盤の検討開発に従事 田中 大貴

mailto:Yutaka.Kashiwabara@jp.nttdata.com


© 2026 NTT DATA Japan Corporation 4

1
NTTデータが目指す生成
AI活用の世界
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NTTデータが目指す世界
NTTデータでは、 「Smart AI Agent 」を構想し、実現に向け取り組んでいます。

実際の業務に耐えうるだけの専門性を持ったエージェントが自律的に協働し、業務の抜本的変革を目指します。

統括
エージェント

個人

仮想世界

OAシステム

業務システム

実社会

デジタルヒューマン

デジタルワーカー

経理特化

エージェント
accounting

法務特化

エージェント
legal

営業特化

エージェント
Sales

人事特化

エージェント
personnel
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Smart AI Agentの実現に向けて
Smart AI Agentの実現にはデータ連携・管理や改善サイクルに加え、セキュリティやガバナンスが担保された上での外部ツール
との連携が可能となる基盤が必要不可欠です。

モデルの評価改善

業務連携・ユーザビリティ

MCP通信やA2A通信を通じて、
SaaSサービスや外部エージェ
ントの連携するための仕組。
Salesforce等の業務ツールとの
連携

AIガバナンス

テスティングツール：AIモデル
の安全性やセキュリティなどを
モニタリングし、異常がないか
を評価
ガードレールツール：AIシステ
ムの入出力を常時監視し、望ま
しくない入出力をブロック

モデル品質を継続的に改善する
ための仕組み。モデルの評価、
ユーザーフィードバック、モデ
ル・特徴量管理など

自動化サイクル

一連の生成AIフローをワンス
トップで自動化。CI/CDパイプ
ラインツールによって、一元管
理されたログに基づく自動化サ
イクルを構築し、AIエージェン
トが継続的に学習・改善してい
く仕組み

データ連携・処理

ソースシステムとのデータ連携、
分散処理およびノーコードETL
ツールを用いて、生成AIに利用
するデータの前処理や変換を効
率化。リアルタイム推論のため
のデータ連携の仕組み

コスト管理・パフォーマンス最適
化

I/O最適化や最適なクエリプラ
ンを自動適用。AIエージェント
のスケールアップ／アウト。利
用部門ごとのコスト管理の仕組
み

データマネジメント（非構造データ）

RAGやトレーニングに利用する画像・テキストなどの非構
造化データを安全かつ効率的に管理する仕組み。 従来の構
造化データのデータマネジメントと同様に、カタログによ
るメタデータ管理・リネージやデータ品質等の管理

セキュリティ・データマスキング

基盤、データ、APの各レイヤで適切なアクセス制御を行う。
データアクセスやAPI呼び出しの履歴を集約・監査し、安全
性とコンプライアンスを強化。トレーニングに用いるデー
タの匿名化や機密情報削除するためのマスキング機能
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Smart AI Agentの実現に向けて
本セッションでは、Smart AI Agentを実現する基盤の提供を見据えた取り組みとして、業務ツールをセキュアに利

用することが可能な生成AIエージェント構築例をご紹介いたします。
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ントの連携するための仕組。
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連携
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の安全性やセキュリティなどを
モニタリングし、異常がないか
を評価
ガードレールツール：AIシステ
ムの入出力を常時監視し、望ま
しくない入出力をブロック

セキュリティ・データマスキング

基盤、データ、APの各レイヤで適切なアクセス制御を行う。
データアクセスやAPI呼び出しの履歴を集約・監査し、安全
性とコンプライアンスを強化。トレーニングに用いるデー
タの匿名化や機密情報削除するためのマスキング機能
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2
Amazon Bedrock 
AgentCoreによるセキュア
なSaaS連携
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営業部門における「生成AIを用いたレポート作成およびデータ分析自動化」の実現というユースケースを想定した取り組みをご紹
介します。外部SaaSとしてSalesforceとTableauから情報を取得し、自然言語による問い合わせに基づいてレポートを生成す
るAIエージェントをAmazon Bedrock AgentCoreをベースに構築しました。

• Amazon Bedrock AgentCore Runtimeによるセキュアな環境での生成AIエージェント実行

• Oktaによるユーザー認証を利用した生成AIエージェント呼び出し 

• Amazon Bedrock AgentCore GatewayによるセキュアなSalesforce・Tableau接続 

主なポイント

取り組み概要
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アーキテクチャ構成
Oktaによりユーザー認証され呼び出された生成AIエージェントが、認証認可を通してSalesforceやTableauからデータを参照・
解析するアーキテクチャ構成となります。

Amazon Bedrock 
AgentCore Runtime

Amazon S3

Lambda function AWS Lambda

AWS Secrets Manager

AWS Cloud

Amazon Bedrock 
AgentCore Identity

Strands Agents

Amazon Bedrock 
AgentCore Observability

Amazon Bedrock 
AgentCore Gateway

User query
JWT Access Token

OAuth 2.0

Personal Access Token

Okta

Salesforce

Tableau

Amazon Bedrock 
AgentCore Memory

Amazon CloudWatch
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アーキテクチャ構成
Oktaによりユーザー認証され呼び出された生成AIエージェントが、認証認可を通してSalesforceやTableauからデータを参照・
解析するアーキテクチャ構成となります。

Amazon Bedrock 
AgentCore Runtime

Amazon S3

AWS Lambda

AWS Secrets Manager

AWS Cloud

Amazon Bedrock 
AgentCore Identity

Strands Agents

Amazon Bedrock 
AgentCore Observability

Amazon Bedrock 
AgentCore Gateway

User query
JWT Access Token

OAuth 2.0

Personal Access Token

Okta

Salesforce

Tableau

Amazon Bedrock 
AgentCore Memory

Amazon CloudWatch

独立した環境を提供するAgentCore
Runtime上での生成AIエージェント実行

Oktaによるユーザー単位での
生成AIエージェント呼び出し

AgentCore Gatewayを始めとした認証認可機能
によるセキュアなSalesforce・Tableau接続

Lambda function
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実装デモ
実装した生成AIエージェントの動作を、デモにてご紹介します。

画面投影にて
デモを実施
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3
AWSによる生成AI開発
プラットフォームの全体像
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生成AI開発プラットフォーム例

For application
deployment

AWS Cloud

開発ユーザ アプリユーザAWS WAF

Application Load 
Balancer

Amazon Cognito

Amazon CloudWatch

AWS Fargate

AWS EC2

Amazon API 
Gateway

AWS Lambda

MCP
A2A Agent

Skill

AWS Amplify

Kiro

AWS CodeCommit AWS CodePipeline AWS CodeBuild

Amazon Bedrock
AgentCore Runtime

Amazon Bedrock
AgentCore Observability

Amazon Bedrock
AgentCore Gateway

AWS Lambda Amazon API 
Gateway

Amazon Bedrock
AgentCore Memory

Amazon Bedrock
AgentCore Policy

Amazon Bedrock
AgentCore Evaluations

Amazon Bedrock

AWS Lambda

Strands Agents

Amazon OpenSearch
Service

・・
・

Amazon S3 Vectors

AWS Agent Registry

Amazon Redshift

Amazon S3

Amazon Data 
Firehose

Open API
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Oktaで発行されたJWTアクセストークンをAgentCore Runtime 側で検証する構成により、生成AIエージェントは認証済み
ユーザーコンテキストで実行され、後続の SaaS API 呼び出し時にもユーザー情報を引き継ぐことができます。

Amazon Bedrock 
AgentCore Runtime

Amazon Bedrock 
AgentCore Identity

① エージェント実行開始

② 認証リクエスト

③ 認証情報要求

OAuth 2.0 プロバイダ設定

④ 認証情報入力

⑤ トークン発行

⑥ プロバイダ設定を利用し発行トークン検証

⑦ トークンが有効であればエージェント
実行、Gateway へ MCP リクエスト

Amazon Bedrock 
AgentCore Gateway

Okta

Okta認証
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Salesforceとの連携には、OpenAPI定義を介したOAuth 2.0 Authorization Code Flowを利用しています。
AgentCore Gatewayが主体となって管理し、生成AIエージェントはトークン管理の詳細を意識しない設計となっています。

Salesforce連携

Amazon Bedrock 
AgentCore Identity

Amazon Bedrock 
AgentCore Gateway

② 初回のみユーザーによるブラウザ認可要求

OAuth 2.0 プロバイダ設定

① OpenAPI ターゲット経由で呼び出し

③ 認証情報入力

⑤ 保存されたトークン検証

④ 発行トークン保存

⑥ API レスポンス

Salesforce
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TableauはPersonal Access Token（PAT）による認証方式を採用しています。Amazon Bedrock AgentCoreの標準
機能ではPATによる認証認可ができないため、Gateway Interceptorsを活用したカスタム認証で連携しています。

Tableau連携

Lambda function Lambda function

AWS Secrets Manager

② Request Interceptor Lambda function 
でAuthorization ヘッダーからユーザー ID を抽出

③ Tableau Lambda function
呼び出し時の引数にユーザー ID 注入 ⑤ PAT による認証認可

Amazon Bedrock 
AgentCore Gateway

① Lambda ターゲット経由で
Lambda function呼び出し

④ ユーザー ID に基づき AWS Secrets Manager 
から PAT 取得

⑥ API レスポンス

Tableau
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